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芦屋市は令和３年６月にゼロカーボンシティを表明し、
令和５年２月に「脱炭素ロードマップ」を作成しました。
市域全体で脱炭素社会を実現するために、私たちができ
ることから始めてみませんか

● �省エネルギーの推進、再生可能エネルギーの活用など
により、2050年までに温室効果ガス実質ゼロに向け
て取り組みます

●クールチョイス※２に取り組みます
● 花と緑いっぱいのまちづくりをこれからも続けます

※１　ゼロカーボンシティ
 市域全体で温室効果ガスの排出を実質ゼロにすること

※２　クールチョイス
 温室効果ガスの排出削減のために生活の中で
�「賢い選択」�をしていこうという取り組み

環境省が提案している 30 のアクションの中から
一部を紹介します。

詳 細 は こちら詳 細 はこちら

芦屋市は、家庭部門から排出されている温室効果ガスの割合が全体の30%以上
を占めています。ゼロカーボンシティの実現のためには、私たち一人ひとりが仕
事や生活の中で使っているエネルギーについて、高い関心と責任を持って過ご
すことが、とても大切になってきます。

芦屋市は令和 3年 6月1日に
「芦屋市ゼロカーボンシティ※ １」を表明しました

◀脱炭素ロードマップ 詳細はこちら

※出典：芦屋市地域脱炭素ロードマップ

問い合わせ　環境課�☎ 38-2051

カーボンニュートラルの イメージ

芦屋市ゼロカーボンシティを実現するために

芦屋市の温室効果ガスの排出量

2050年にカーボンニュート

ラルを実現するためには、省

エネ対策の強化・再生可能エ

ネルギーの導入などが必要

となります。

私たちにできる取り組み　できることからはじめよう！

私たちの�暮らしのために�排出されるCO2の量から、森林などが
吸収するCO2の量を差し引いて合計を実質ゼロにすること


